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公益社団法人福島県畜産振興協会
福島県畜産関係団体連絡協議会

会長　紺　野　　　宏

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　県内の畜産生産者・会員の皆様並びに関係機関の皆様に
は、日頃より当協会の事業推進に特段のご理解とご協力を
賜り厚く御礼申し上げます。
　昨年を振り返りますと、畜産を取り巻く情勢は目まぐる
しく変化し、国際情勢や為替相場の不安定さなどの影響に
より、飼料をはじめとする資材価格の高止まりは長期化の
様相を呈しているところです。経営の持続性に大きな影響
を及ぼしている現在の厳しい情勢を常に注視していかなけ
ればなりません。
　農林業センサス速報値において、畜産経営体の減少と大
規模化の加速が報告されております。これらは、わが国全
体の畜産生産基盤が縮小と転換の局面にあることを示すも
のであり、制度的支援や政策的配慮の重要性を改めて認識
させる数値となりました。
　そのような中、県内における家畜取引は、昨年の和牛を
はじめとして全般的に安定回復の兆しを見せています。一
昨年、肉用子牛生産者補給金が23年ぶりに発動され、経
営を廃止する農家の増加が懸念されましたが、昨春以降は
和子牛も堅調相場が定着しているところです。肉用牛の繁
殖経営、肥育経営、双方において今後も持続可能なバラン
スの中で健全な家畜の取引が展開していくよう望まれま
す。
　さて、本格的な冬を迎え、今期も高病原性鳥インフルエ
ンザの国内での発生が報告されています。昨シーズンに比
べ野鳥、家きんともに発生件数は少なく推移していますが、
予断を持たず防疫対策の徹底を図っていかなければなりま
せん。
　家畜伝染病の発生リスクは国際的な交流の拡大や気候変
動などの要因により、年々多様化し、生産現場では更なる
防疫体制の強化が求められております。一つの地域での発
生が、瞬く間に広域へ拡散するリスクを十分認識し、それ

ぞれの畜産経営を守っていくために、小さな兆候も見逃さ
ず、早期発見・迅速対応を徹底することが重要です。
　当協会は、これからも地域の衛生指導協議会と連携を密
にし、鳥インフルエンザをはじめとする特定家畜伝染病の
侵入防止対策を徹底するため、的確な情報提供を心掛ける
とともに、家畜衛生対策事業の一層の推進、飼養衛生管理
基準の遵守と徹底に向けた現場支援に全力を尽くしてまい
ります。
　東日本大震災と原発事故の発生から間もなく15年とな
り、３月末には第二次復興・創生期間の区切りを迎えます。
その象徴となる被災12市町村地内での、新たな二つの大
規模復興牧場の完成と稼働が待たれます。シャインコース
ト株式会社（県酪農協、全酪連、被災酪農家の出資）が管
理運営する「浪江町大規模畜産施設」、そしてJA全農グルー
プ（株式会社美土里耕産）が運営する「全農美土里ファー
ム」です。これらは共に乳牛成牛1,000頭超規模の生乳生
産を柱として、地域畜産業の再生と次世代への継承を担う
拠点機能を有し、福島から全国へ未来志向の姿勢を発信す
るものです。安全・安心の確立、地域ブランドの強化、そ
して若い世代の育成は、福島の復興から全国へ広がる希望
の象徴になるものと大いに期待されております。
　当協会といたしましては、国や県等関係機関・団体と連
携し、持続可能な経営基盤の強化とさらなる畜産の振興に
向けた各種事業を実施するとともに、国・県に対して万全
の対策を講じるよう関係機関・団体と一体となって強く求
めて参ります。
　結びに、本県の畜産が新しい飛躍のステージに入り、よ
り一層生産基盤の強化が図られるよう役職員一丸となって
取り組んで参りますので、本年もご支援、ご指導を賜りま
すようよろしくお願いいたします。
　皆様方の益々のご活躍とご健勝をご祈念申し上げ、新年
のごあいさつといたします。

　　　　　新年のごあいさつ
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　　　　　　　福島県農林水産部
部長　沖　野　浩　之

　謹んで新年の御挨拶を申し上げます。

　皆様には、日頃より本県畜産の振興に特段の御理解と御

協力をいただき、厚く御礼を申し上げます。

　昨年を振り返りますと、生乳処理体制の強化に向けた県

内主要乳業メーカーの新工場が竣工したほか、田村市及び

浪江町における復興牧場の本格稼働に向けた準備が着実に

進んでおり、復興と畜産振興を両立させる取組として、大

きな期待を集めております。更には、和牛子牛価格が全国

的に上昇し、本県においても令和４年５月以来の高値とな

るなど、本県畜産の確かな前進を実感する一年となりまし

た。これらの成果は、関係団体や生産者の皆様が日々積み

重ねてこられた取組みの賜物であり、その御尽力に改めて

深い敬意を表します。

　一方で、畜産業をめぐる情勢は、飼料価格の高止まりに

よる経営の圧迫、担い手不足や高齢化に伴う酪農・肉用牛

の戸数の減少、物価上昇を背景とした生活防衛意識の高ま

りによる和牛枝肉価格の低迷など、依然として厳しい状況

となっております。このような中、本県の畜産業が将来に

わたり持続的に発展していくためには、自給飼料生産体制

の強化や、高品質な家畜・畜産物の安定生産と販売力の強

化を地域一体となって着実に進めていくことが重要である

と考えます。

　県といたしましては、畜産農家の経営継続を後押しする

ため、飼料価格の上昇分の一部を支援するとともに、自給

飼料の生産拡大への取組など、地域内で安定的に飼料を確

保できる体制の構築を進めてまいります。

　また、和牛繁殖雌牛の増頭や高能力乳用雌牛の導入、ゲ

ノミック評価やＡＩ肉質診断技術を活用した福島牛の高品

質化、牛群検定の活用による経営体質の強化、全国和牛能

力共進会に向けた優秀な出品候補牛の生産などを支援し、

生産基盤の強化に取り組んでまいります。

　さらに、マスメディアを活用した情報発信や販売促進イ

ベントの展開を通じて、福島牛「福
ふ く は っ か

粕花」をはじめとした

本県畜産物の認知度・ブランド力の向上を進めてまいりま

す。

　これらの取組みを相互に連動させることで、皆様が安心

して畜産経営を継続・発展していけるよう、県として多角

的かつ的確な支援を行い、「福島県農林水産業振興計画」

に掲げる『「もうかる」「誇れる」共に創るふくしまの農林

水産業と農山漁村』の実現に向け着実に取り組んでまいり

ます。生産者の皆様におかれましては、各種事業等を効果

的に御活用いただきながら、畜産生産基盤の強化に取り組

んでいただくとともに、関係機関・団体の皆様には、引き

続き各種施策の推進に、御理解と御協力を賜りますようお

願いいたします。

　家畜防疫関係につきましては、全国各地で高病原性鳥イ

ンフルエンザが発生しており、本県においても野鳥の感染

が確認されるなど、引き続き厳重な警戒が必要な状況と

なっております。また、豚熱やアフリカ豚熱をはじめとし

た家畜伝染病についても、依然として予断を許さない状況

が続いております。こうした状況を踏まえ、本県では、各

地での防疫演習の実施や関係団体との連携強化、ワクチン

接種体制の整備など、危機意識を共有しながら防疫対策に

取り組んでいるところです。今後とも、飼養衛生管理基準

の遵守はもとより、農場における早期発見・早期通報、野

生動物の侵入防止対策等の着実な取組みの徹底について、

皆様の御協力をお願いいたします。

　結びに、本県畜産業の更なる振興に向け、皆様の一層の

御尽力をお願い申し上げますとともに、本年が皆様にとっ

てすばらしい年になりますことを心から祈念し、年頭の御

挨拶といたします。

　　　　　新年のごあいさつ
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農林水産省東北農政局福島県拠点
地方参事官　松　井　章　房

　新年、明けましておめでとうございます。
　令和８年の新春を迎えるにあたり、謹んで年頭のご挨拶
を申し上げます。
　昨年は、改正食料・農業・農村基本法において「食料安
全保障の確保」が明確に位置付けられ、新たな基本計画や
酪肉近（酪農及び肉用牛近代化計画）が策定されるなど、
畜産分野にとって極めて重要な節目の年となりました。こ
れらの政策は、国内農業の持続性を高め、国民に安定的に
食料を供給するための基盤を強化するものです。畜産業は
その中核を担う産業であり、今後も社会的責任を果たしな
がら発展していくことが求められています。
　一方で、畜産情勢を振り返りますと、円安の影響による
輸入飼料価格の高止まり、物価高騰に伴う消費者の生活防
衛意識の高まりから、和牛枝肉価格が低迷するなど、厳し
い経営環境が続きました。
　さらに、家畜伝染病については、高病原性鳥インフルエ
ンザや豚熱が依然として国内で発生しており、生産現場に
おける飼養衛生管理の徹底が強く求められています。家畜
伝染病は、畜産業の経営の持続性を揺るがしかねない重大
なリスクであり、国・地方自治体・事業者が一体となって
対応する必要があります。高病原性鳥インフルエンザは、
昨年10月以降、国内で１道１府７県13事例（1/6時点）に
おいて発生しています。全国どこで発生してもおかしくな
い状況であり、引き続き最大限の警戒をお願いします。ま
た、豚熱やアフリカ豚熱についても、関係者と危機感を共
有し、飼養衛生管理の徹底を基本とした発生予防・まん延
防止対策と水際での侵入防止対策に関係機関と連携して全
力で取り組んでまいります。
　生産者の経営改善に向けた取組への支援としては、引き
続き、配合飼料価格安定制度や畜種ごとの経営安定対策、
金融支援などの施策を総合的に講じてまいります。加えて、
国際環境の変化に左右されにくい畜産・酪農経営を確立す
るためには、輸入飼料への過度な依存から脱却し、国産飼
料の生産・利用拡大を進めることが必要です。このため、
耕畜連携により、国内肥料資源としての堆肥の活用を推進
しつつ、田畑における青刈りトウモロコシや子実トウモロ
コシ、飼料用米、ソルガムなどの飼料作物の生産を推進し

てまいります。また、飼料生産組織のオペレーターの確保・
育成や作業機械の導入支援を通じてその運営強化に努める
とともに、飼養管理の省力化や条件不利地の活用のために
有効な手段である放牧についても、特に肉用牛繁殖経営や
中山間地域におけるさらなる活用を推進してまいります。
現在、県内1,007地区において策定された地域計画のブラッ
シュアップの取組を進めておりますが、この中で、飼料生
産を地域計画に位置付けることも併せて促してまいります。
　本年は、農業構造転換集中対策の２年目を迎えます。畜
産分野においても、食肉・食鳥処理施設や家畜市場、乳製
品加工基幹施設等の再編・合理化等を進めるとともに、畜
産の持続性や社会的価値を高めるための施設整備や機械導
入を強力に推進します。特に、食肉処理施設・食鳥処理施
設の再編・合理化等については、事業者負担を軽減するた
め補助率を３分の２に引き上げる措置を講じ、産地の取り
組みを後押しします。
　また、枝肉価格が弱含みで推移する中、和牛肉の需要拡
大も引き続き重要な課題です。国内消費の促進に加え、輸
出拡大にも注力します。昨年度と同額の170億円を措置し
た「和牛肉需要拡大緊急対策事業」により、販売促進や海
外販路の開拓を支援し、国内外で和牛の魅力を発信してま
いります。こうした取り組みは、生産者・食肉処理施設・
輸出事業者が連携し、日本産和牛のブランド価値をさらに
高めることにつながります。
　さらに、畜産業の持続性を確保するためには、環境負荷
低減やカーボンニュートラルへの対応も避けて通れませ
ん。家畜排せつ物の適正処理や再資源化、メタン排出削減
技術の導入など、環境と調和した畜産経営を進めることが、
国際的な潮流に沿った競争力強化にもつながります。こう
した取り組みを産地とともに加速させ、次世代に誇れる畜
産業を築いてまいります。
　最後に、本年は新たな基本計画や酪肉近の理念を着実に
実現するための極めて重要な一年です。引き続き農政への
ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げるととも
に、皆様のご健勝とご活躍を心より祈念し、新年のご挨拶
とさせていただきます。

　　　　　年頭のごあいさつ
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福島県農業総合センター畜産研究所沼尻分場

　近年の配合飼料価格の高騰を背景に、生産コスト削減を目

指した短期肥育技術や飼料利用性などが注目されています。

　一般的に、黒毛和種肥育（去勢）は、29ヶ月齢前後で出

荷されますが、短期肥育は、通常よりも前倒しで、肥育前

期から配合飼料を多く摂取させることで、肥育期間を３カ

月間程度短縮することが可能です。

　短期肥育は、飼料費などの生産コスト削減の利点がある

一方で、短期間に配合飼料を多給するため、第一胃に負担

がかかり、肥育中期以降に食い止まりが発生しやすくなり

ます。

　そこで、食い止まりの防止を目的に、当場（繁殖肥育一

環農場）で消化吸収に優れる醸造副産物を主な原料とした

発酵飼料を全期間1.0㎏ /頭/日給与した牛群（給与群：10

頭）、肥育前期に1.5㎏ /頭/日に増やした牛群（強化給与群：

５頭）、給与しない牛群（無給与群：５頭）を設定し、飼

料摂取量、枝肉成績について比較しました。（表1）

　その結果、強化給与群において、配合飼料摂取量は肥育

中期の急な落ち込みや肥育後期以降の減少が抑制され（図

１)、枝肉についても良好な成績が得られました（表２）。

　短期肥育の一手法として、ぜひ参考にしていただきたい

と思います。

（本研究は、令和７年度福島県とJAグループ福島による共

同事業（コンソーシアム）及び令和６年度みどりの食料シ

ステム戦略実現技術開発・実証事業のうち農林水産研究の

推進（委託プロジェクト研究）において実施したものです。）

発酵飼料を活用した黒毛和種短期肥育技術について

表１　飼料給与計画

図１　飼料摂取量の推移 表２ 出荷時体重、出荷月齢及び枝肉成績

（飼料単位：Kg）

育成 肥　　育
飼料切替 前期 中期 後期

月齢 ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25
配合飼料 0.5→7.2 7.2 〜 7.8 〜 飽食（目安 8.8 〜 9.4） 飽食（目安 8.4 〜 9.0）
発酵飼料

強化給与群 1 1.5 1
給 与 群 1 1 1
無 給 群 0

稲わら 0 → 1.5 1.5 → 1.2 1.2 1.1 1 0.8 0.7
乾　草 5 → 0 0
バイパス蛋白 0.5 → 1 1 0

設定 DG 1.16 0.98 0.77 0.64

強化給与群 給与群 無給与群
出荷時体重 （kg） 791 757 777
出荷月齢 25.3 25.3 24.9

枝肉等級 A5（4 頭）
A4（1 頭）

A5（9 頭）
A4（1 頭）

A5（4 頭）
A4（1 頭）

枝肉重量 （kg） 521 493 512
ロース芯面積 （㎠） 73.2 64.8 67.4
ばらの厚さ （㎜） 9.5 9.1 9.5
皮下脂肪の厚さ （㎝） 2.3 2.5 2.9
保留基準値 76.7 75.6 75.5
BMS No. 9.4 9.8 9.4
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総合部門優勝の高野智徳
（日本装削蹄協会提供） 全国大会入賞者

左より、種目別部門牛削蹄競技優勝　川口桂介、総合部門準優勝　川村真美
総合部門優勝　高野智徳、総合部門第３位　中屋敷顕也
種目別部門牛削蹄判断競技優勝　武藤智哉　（日本装削蹄協会提供）

福島県装削蹄師会

　認定牛削蹄師の牛削蹄技術の向上を目的に牛の蹄を削る

技術を競う農林水産祭「第66回全国牛削蹄競技大会」（公

益社団法人　日本装削蹄協会主催）が11月11日に茨城県

水戸市の笠間瑞穂㈱鯉渕分場において各地区から選出され

た24名により大会が開催されました。

　本県からは第35回東北地区牛削蹄競技大会（山形県新

庄市　JA全農山形最上家畜市場）を勝ち抜いた２名（安

達支部の高野智徳、同じく安達支部の武藤智哉）が全国大

会に出場し牛削蹄判断競技（筆頭試問、歩様判断等）及び

牛削蹄競技（単独保定による実技）に臨みました。

　大会結果は、高野智徳が総合部門優勝（最優秀賞）、武

藤智哉が牛削蹄判断競技部門優勝となりました。（全国大

会結果は以下のとおり。）

　なお、福島県勢の総合部門優勝者は、平成28年度（第

58回全国牛削蹄競技大会）の武藤稔貴（安達支部）以来

となります。

第66回全国牛削蹄競技大会
～安達支部の高野智徳が総合部門優勝～～安達支部の高野智徳が総合部門優勝～

✿競技結果✿
総合部門　優　勝（最優秀賞）　高野　智徳（福島県装削蹄師会）
総合部門　準優勝（優秀賞）　　川村　真美（鳥取県削蹄師会）
総合部門　第３位　　　　　　　中屋敷顕也（岩手県装削蹄師会）

種目別部門　牛削蹄判断競技　優勝　武藤　智哉（福島県装削蹄師会）
種目別部門　牛削蹄競技　　　優勝　川口　桂介（群馬県牛削蹄師会）
※最優秀賞には農林水産大臣賞
　優秀賞には農林水産省消費・安全局長賞が授与された。
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子牛初セリにおいて牛鍋イベントを開催子牛初セリにおいて牛鍋イベントを開催子牛初セリにおいて牛鍋イベントを開催

うつくしま福島畜産mother’sクラブ　e-EN

　令和８年年１月８日、９日に本宮市県家畜市場で全農福

島県本部による和牛子牛市場（初セリ）の開催に合わせ、

うつくしま福島畜産mother’sクラブｅ－ENにより牛鍋イ

ベントを開催しました。（協賛：全農福島県本部・（公社）

福島県畜産振興協会）

　このイベントは、県内の畜産に携わる女性の仲間たちが、

東日本大震災後、福島県の子牛を信頼して購入してくれる

購買者や関係者に感謝の気持ちと、同じ生産者への励まし

の思いも込めて少しでも温かいものをと、黒毛和牛を使っ

た牛鍋を初セリに振舞っているイベントです。

　新型コロナウイルス感染症対策の影響で一時中止となっ

たこともありましたが、毎年楽しみにしてる生産者も多く、

準備した800食（２日間で1,600食）の牛鍋がお昼前には完

食という盛況振りでした。

　一般財団法人畜産環境整備機構副理事長 原田英男氏と

の座談会も実施し、意見交換会では、現在の経営状況や今

後の見通しなどを含め、日ごろの思いを直接口にする機会

となり、活発な意見交換ができました。

　苦しい経営の中でもそれぞれが前を向いて頑張る姿や気

持ちを再確認する貴重な時間となり、今後も継続して実施

してほしいとの要望がありました。

　畜産情勢の厳しい中ですが、これからもみんなで励まし

合い少しでも畜産を盛り上げていけたらと思います。

　また、イベント開催にあたり数々のご協力を賜りました

こと、この場をお借りして感謝申し上げます。

イベントアナウンスする木目澤会長

牛乳で乾杯

牛鍋配布の様子 牛鍋

マザーズクラブから行事開催のお知らせ

　３月18日（水）10時より「県農業総合センター」（郡山市）
において、会津木綿を使った小物づくりを開催します。
（講師：マザーズクラブ福田祐子さん）
　興味のある方はどうぞご参加ください。
　　　　　　　お問合せ先：福島県畜産振興協会（野田）
　　　　　　　電話番号：024-573-0514
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　去る11月20日（木）コラッセふくしまにて、福島県牛乳

普及協会主催（会長 紺野宏）第５回 牛乳標語・川柳コン

クール審査会を開催しました。

　福島市立渡利中学校 川名有香先生を審査員長に迎え、

紺野宏会長、鈴木伸洋副会長、妹尾毅氏（県畜産課主任主

査）が審査員を務めました。

　県内中学校20校から528点の標語・川柳の応募があり、

入賞30点を選出していただきました。「今回も時代や社会

に合わせた言葉や表現で作品が作られていて、場面が浮か

びやすい作品が多かったと感じた」と、講評をいただきま

した。

第５回 牛乳標語・川柳コンクール審査会
第36回 ミルキー図画コンクール審査会　開催
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　また、11月22日（土）には、福島トヨタクラウンアリー

ナにて、第36回ミルキー図画コンクール審査会を開催し、

福島市立鎌田小学校 清野美江子先生を審査員長に迎え、

紺野宏会長、妹尾毅氏（県畜産課主任主査）が審査員を務

め、2,782点の応募作品の中から50点を選出していただき

ました。

「上手なだけでなく、牛をよく見て描いている、好きで触

れ合った経験から描いているのかなという、心のこもった

作品が選ばれたのだと思う」と講評をいただきました。

入賞作品のご紹介

年少の部：相馬市立日立木幼稚園
最優秀賞　４歳 荒かのんさん

中学年の部：いわき市立中央台南小学校
最優秀賞　４年 小野春陽さん

低学年の部：会津坂下町立坂下東小学校
最優秀賞　２年 大竹望由さん

審査風景

年長の部：相馬市立日立木幼稚園
最優秀賞　５歳 門馬有さん

高学年の部：郡山市立芳山小学校
最優秀賞　  ６年 小野翔大さん

【令和 7 年度入賞作品展示会 日程】

＜福　島　市＞　こむこむ館２階 交流コーナー
　　　　　　　令和８年１月 19 日（月）～ １月 30 日（金）
＜いわき市＞　いわき・らら・ミュウ２階 市民ギャラリー
　　　　　　　令和８年２月 12 日（木）～ ３月２日（月）
＜須賀川市＞　ｔｅｔｔｅ（テッテ） 須賀川市民交流センター
　　　　　　　令和８年３月 19 日（木）～３月 24 日（火）
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集合写真

福島県牛乳普及協会

　今年度は、県内の高校・専門学校・大学から246作品の

応募があり、９月25日（木）に県酪農協にて書類審査が行

われました。書類審査にて選ばれた９名による実技審査が

10月23日（木）福島市松川町の福島県学校給食会にて開催

されました。

　畑中料理研究所所長 畑中成純氏を審査委員長に、（公社）

福島県栄養士会名誉会長 鈴木秀子氏、㈱益蔵代表取締役 

大澤益三氏（新）、福島県農林水産部畜産課課長 横田真良

氏、福島県牛乳普及協会会長 紺野宏が審査員を務めまし

た。

　出場者は慣れない調理場で緊張しながらも一生懸命に料

理の腕を振るいました。地元や旬の食材と牛乳・乳製品を

使ったアイデア・個性豊かな作品でした。

　今年度の最優秀賞には、郡山女子大学附属高等学校 三

浦桃果さんの「ニューニュー桃リゾット」が選ばれました。

　今年度から審査員を引き受けていただいた大澤氏は、「食

材をどのようにして、何をどう合わせるかという事をもっ

と追及していくと、素晴らしい料理がまだまだ出来ると思

う。誰に食べさせたいかを思いながら作ると、どの料理も

心に届く料理になると思う」とおっしゃっていました。

　今年度も、県大会を無事に終えることができましたこと、

関係者の皆様には改めて御礼申し上げます。今後、料理コ

ンクールの作品を載せた「レシピ集」を作成・配布いたし

ますので、ご覧になりぜひ作ってみてください。

ニューニュー桃リゾット
三浦桃果さん 郡山女子大学附属高等学校

冷製レモンクリームパスタ
佐藤龍哉さん 相馬農業高等学校 

パリっと食感のマッシュポテトチーズせんべい
片寄優衣さん 郡山女子大学附属高等学校

最優秀賞

会長特別賞

優 秀 賞

第46回 牛乳・乳製品利用料理コンクール
福島県大会　開催
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１　平均価格及び発動基準価格

　　　販売月 肉専用種（東北ブロック福島県） 交雑種（全国） 乳用種（全国）

令和７年10月

暫定単価 8,285.4 0.0 9,717.3

概算払い単価 1,285.4 0.0 2,717.3

精算払い単価 7,000.0 0.0 7,000.0

令和７年11月

暫定単価 0.0 0.0 24,499.8

概算払い単価 0.0 0.0 17,499.8

精算払い単価 0.0 0.0 7,000.0

（単位：円）

※R4. ７月販売分より概算払単価は、標準的生産費と標準的販売価格との差額に100分の90を乗じた額から7,000円を控除
した額となります。

（単位：円／頭）
令和７年10月〜12月分

注１：優良和子牛生産推進緊急支援事業は令和７年10月～ 12月販売分、和子牛産地基盤強化緊急特別対策事業は令和７年
10月～ 12月販売分及び保留分が対象となります。

注２：黒毛和種の平均価格は、肉用子牛生産者補給金制度の対象となる６ヵ月齢～ 12 ヵ月齢の肉用子牛の指定市場におけ
る取引価格を用い、要綱別表１に定めるブロック別、四半期ごとに算出し、全国平均に対して著しく高い価格（偏差
値70（平均＋２標準偏差）以上）となる都府県（今回は兵庫県が該当）はブロック別平均価格の計算から除外します。

注３：褐毛和種については、全国で、四半期ごとに算出します。
注４：その他の肉専用種については、令和７年４月～令和８年３月までの取引価格を用いて全国の年平均価格を算出します。
注５：平均価格及び発動基準価格は、消費税込みです。

今期は、黒毛和種及び褐色和種について、いずれの事業も平均価格が発動基準価格を上回ったため、奨励金の交付はありま
せん。

　令和７年度第３四半期（令和７年10月～12月）
区　　　分 黒毛和種 褐毛和種 その他の肉専用種 乳　用　種 交　雑　種

保 証 基 準 価 格 574,000 523,000 334,000 164,000 274,000 

合 理 化 目 標 価 格 446,000 406,000 259,000 110,000 216,000 

平 均 売 買 価 格 715,500 652,900 − 218,000 448,500

補 給 金 単 価 − − − − −

（単位：円／頭）

※「その他の肉専用種（日本短角種等）」については、令和２年度より算定期間を１年（４月～３月）としています。

肉用子牛生産者補給金制度発動状況

優良和子牛生産推進緊急支援事業及び肉用牛緊急特別対策事業
（和子牛産地基盤強化緊急特別対策事業）の発動状況（令和７年10月〜12月分）

肉用牛肥育経営安定交付金制度　(牛マルキン制度）　発動状況

品種・ブロック名 平均価格

優良和子牛生産推進緊急支援事業
【継続事業】

和子牛産地基盤強化
緊急特別対策事業

【新規事業】
発動基準価格 奨励金

発動
発動基準

価格
奨励金
発動A B C

黒
毛
和
種

北海道 737,454

610,000 590,000 580,000

−

610,000

−

東北 724,160 − −
本州関東以西・四国
（兵庫県を除く） 713,250 − −

兵庫県 1,073,844 − −

九州・沖縄 708,186 − −

褐毛和種 652,900 560,000 540,000 530,000 − 560,000 −

その他の肉専用種 − 360,000 340,000 − − 360,000 −
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福島県酪農業協同組合(購買畜産課)

電話番号【ＦＡＸ】

【TEL】024－983－0570
【FAX】024－956－0420

【TEL】0243－33－4011
【FAX】0243－33－6983

取引家畜

毎　　　　　　月：肉用乳子牛
5・7・9・11・1・3月：妊娠牛・雌子牛も併設

(管理団体)
公益社団法人福島県畜産振興協会(業務課)

【TEL】024－573－0513
【FAX】024－573－0565

毎　　　　　　月：和牛子牛・乳子牛
4・6・8・10・12・2月：成　牛（偶数月）

※　全農　：ＪＡ全農福島　開催日 県酪協　：福島県酪農協　開催日

※　御購買・輸送等は開設又は上場組合にご相談ください。　　　

全国農業協同組合連合会 福島県本部　福島県酪農業協同組合　公益社団法人 福島県畜産振興協会
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畜　　産　　福　　島令和８年１月

家　畜　取　引　状　況　報　告
令和７年11〜12月 和牛子牛市場成績（県家畜市場）
JA全農福島県本部	 （税込み）

令和７年11〜12月 乳子牛市場成績（県家畜市場）
福島県酪農業協同組合	 （税込み）

開催月 性別 頭　数
（頭）

取引価格（円） 平均体重
（㎏）

平均単価
（円／㎏）

平均日齢
（日）

販　売　先

最　高 最　低 平　均 県　内 県　外

11

雌 244 913,000 339,900 650,915 295 2,204 289 142 101

雄

去勢 297 1,003,200 113,300 796,089 327 2,436 284 183 114

計 541 1,003,200 113,300 730,761 313 2,337 286 325 215

12

雌 272 1,078,000 179,300 697,960 290 2,408 286 151 120

雄

去勢 358 1,103,300 455,400 870,023 323 2,697 282 222 135

計 630 1,103,300 179,300 795,773 308 2,580 284 373 255

開催月 種別 頭数
（頭）

取引価格（円）

最　高 最　低 平　均

11月
第361回

ホ ル 雄 32 96,800 1,100 65,340 
ホ ル フ リ ー
乳 用 種 雄
F 1 　 　 　 　 雌 67 254,100 52,800 182,633 
F 1 　 　 　 　 雄 50 217,800 57,200 188,122 
和 牛 雌 17 447,700 156,200 365,653 
和 牛 雄 37 751,300 180,400 473,397 
和 牛 去 勢
計 ・ 平 均 203 751,300 1,100 234,306 

12月
第362回

ホ ル 雄 30 104,500 1,100 68,860 
ホ ル フ リ ー 1 1,100 1,100 1,100 
F 1 　 　 　 　 雌 56 244,200 55,000 201,418 
F 1 　 　 　 　 雄 67 284,900 93,500 227,191 
和 牛 雌 23 522,500 370,700 475,950 
和 牛 雄 30 779,900 247,500 607,090 
和 牛 去 勢
計 ・ 平 均 207 779,900 1,100 277,921 

令和７年11〜12月 乳子牛市場成績（県家畜市場）
JA全農福島県本部	 （税込み）

開催月 資格 頭数
（頭）

取引価格（円） 平均単価
（円／㎏）

平均体重
（㎏）最高 最低 平均

11

乳 登

妊 娠 牛

E T 和 雌 3 451,000 339,900 377,300 3,582 105 

E T 和 雄 4 666,600 249,700 422,766 4,841 87 

乳 雌 牛

乳 雄 牛 21 101,200 1,100 58,038 759 76 

乳 去 勢 子

F1  雌（育成）

F1  去（育成）

F1 雌（スモール） 38 222,200 1,100 153,189 2,102 73 

F1 雄（スモール） 47 288,200 1,100 185,385 2,339 79 

計 ・ 平 均 113 666,600 1,100 162,083 2,091 77 

12

乳 登 2 223,300 204,600 213,950 0 0 

妊 娠 牛

E T 和 雌 1 487,300 487,300 487,300 5,184 94 

E T 和 雄 10 726,000 338,800 550,550 5,759 96 

乳 雌 牛

乳 雄 牛 13 136,400 24,200 82,585 1,099 75 

乳 去 勢 子

F1  雌（育成）

F1  去（育成）

F1 雌（スモール） 36 260,700 118,800 205,762 2,828 73 

F1 雄（スモール） 37 293,700 155,100 233,556 3,005 78 

計 ・ 平 均 99 726,000 24,200 237,811 3,130 76 


